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1 プロジェクト生成 

CTSU(Capacitive Touch Sensor Unit) APIを利用して簡単にプロジェクトを作ることができるWorkb

ench6のFirst Step Guide機能でソースを作ってみます。 

本文を読み進めるのに先立って、Workbench6の機能を扱った動画を参照してください。 

Integrated Development Environment for Renesas Capacitive Touch Workbench6(ver1.03) 

https://www.youtube.com/watch?v=8oq5iyGyaMw① 

https://www.youtube.com/watch?v=tdIpiyTrKVM② 

https://www.youtube.com/watch?v=2nQ9OcP5Cgg③ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

容量値は一例で，この値とは異なることがあります 

 

 



 

 

 

 

 

周波数は一例で，この値とは異なることがあります 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

  



 

2 ソース編集 

2.1 レジスタ 

最初にLED制御のためのレジスタから見てみます。 詳細はRX231グループ ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編を参照してください。 

 

ポート方向レジスタ(PDR)は汎用入出力ポートを入力で使用するか出力で使用するかを指定します。

初期値は0であり、0に設定すれば入力、1に設定すれば出力になります。 

 



 

ポート出力データ レジスタ(PODR)は汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを設定する

レジスタです。 PMR,PDRレジスタの設定が正しければ，PODRが1である間は端子からHIGHを出力

します。 

 

ポート入力データ レジスタ(PIDR)はポート端子の状態が読み取るレジスタです。 読み取りだけ可能

で、PDR,PMRレジスタの設定とは関係なく端子の現在のデータを読むことができます。 

 

ポート モード レジスタ(PMR)の初期値は0です。1に設定すれば割り込みや通信などの周辺機能で端

子を使用し、0に設定すればPODRレジスタを通じて制御ができるようになります。 



 

2.2 ソースコード 

 

 

 



 

ts_resultはbutton,slider,wheelからなります。 そのうちのbuttonについて説明します。 

ts_result.buttonは[0～2]値を有していて、その値は下式で表されます。 

ts_result. button[n′]   = 2𝑇𝑆𝑛−16×𝑛′
   

ts_result.button[0] TS0 ~ TS15 

ts_result.button[1] TS16 ~ TS31 

ts_result.button[2] TS32 ~ TS47 

 

TS15がタッチされたと認識されたとき、button[0]の値は215（=32768）になります。 

 

 

TS27がタッチされたと認識されたとき、button[1]の値は211（=2048）になります。 

 

 

  



 

3 プロジェクトの書き込み 

 

 

 



 

 

 

デバッグ中に、上記のようなエラーメッセージがでたときは、次の設定を参考にしてください。 



 

 

 

プロジェクトを作った直後には上図に示すようにエミュレータを通じて電源を供給するオプションが

いいえになっています。 はいに変更すれば追加電源(アダプタ、マイクロUSBなど)がなくてもデバッ

グを進められます。 



 

4 プロジェクトの実行 

 

 

5個のボタンをそれぞれ押すと、対応するLEDが点灯します。近接センサーTS30から0.5～1cm程度に

指を近づけるとLEDが点灯します。 

  



 

5 Workbench6のチューニング 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

測定データは異なることもあります。 

カウント値 : 断続的に変化するタッチ センサーの値 

基準値 : カウント値の平均値 

判断しきい値 : タッチ認識範囲値 

Touch? = カウント値 > 基準値+判断しきい値 

 



 

スレッショルド値は、次の通りパラメータ タブで変更可能です。 

 

Touch sensor functionではReference Valueの計算速度、タッチ応答時間などを指定することができ

ます。 

Reference Valueは約4秒ごとにCount valueの値を平均して求めます。 

Reference Valueの計算速度はDrift Correction部分を以下の式で補正することで速くすることができ

ます。 

≒ Drift Correction Value* 0.016 [Sec] (範囲:0 ～ 255) 

タッチ応答時間はディフォルトでは3と設定されていますが、0に設定することを推奨します。 

 

パラメータ タブで右クリックをすると、上のようなポップ アップ ウィンドウが開きます。 

 

読み 

込み 

ターゲットボードから読み込み 連結接続されたボードからパラメータ値を読んできます 

ファイルから読み込み PCに保存されたパラメータ ファイルを読んできます 

書き 

込み 

ターゲットボードに書き込み 連結されたボードに保存します 

ファイルに書き込み パラメータ ファイルに保存します 

TouchAPIに書き込み プロジェクトに保存します 

初期化 変更前の初期値で再設定します 


